サマーコンファレンス２０１７「THE SINGURALITY IS NEARセミナー」
シナリオ

	15：30
	司会者
	開会に先立ちまして、携帯電話の電源を切るかマナーモードにしていただくようご協力お願いします。それでは、まず初めに当委員会の委員長の硲より、趣旨説明がございます。硲委員長、よろしくお願いいたします。

	15：31

	硲委員長



	皆さん、こんにちは!ようこそ、サマーコンファレンス2017へ!そして、ようこそThe Singurality is near セミナーにご来場をいただきました。公益社団法人日本青年会議所 経済再生グループ シンギュラリティ研究委員会の委員長を務めさせていただいております、硲と申します。最後までどうぞ、宜しくお願いいたします。

	15：32
	司会者
	硲委員長ありがとうございました。それでは講師の紹介に移ろうと思います。講師の高橋智隆氏は大阪府出身。大阪、滋賀、カナダで育つ。比叡山中学校、立命館高等学 校を経て、立命館大学産業社会学部に入学、1年間留学し1998年卒業。数社から内定を得ていたが、納得できるものではなく、子どものころの夢であるロボット作りが忘れられず、内定辞退。予備校に入学。翌 年、京都大学工学部に再入学。在学中に2足歩行ロボットを開発し、関西テクノアイデアコンテストグランプリを受賞。2003年に物理工学科メカトロニクス研究室を卒業。同年に、個人事務所「ロボ・ガレージ」 を創業(京大ベンチャーインキュベーション(学内入居ベンチャー)の第一号)。2004年には代表作「クロイノ」が米タイム誌で「最もクールな発明」に選ばれ、ポピュラーサイエンス誌では「未来を変える33人」の一人に選ばれる。ロボットクリエーターとして、ロボットの研究、設計、デザイン、製作を手がけている。ロボットのデザインは、流線型かつ親しみやすさが見て取れる可愛らしいものであり、そのデザインセンスは「鉄腕アトム」をはじめとしたロボットアニメの影響が色濃い。また、従来の2足歩行ロボットは安定の ため常に膝を曲げて直立、そのまま移動していたものがよく見られるが、彼が個人製作したロボットはを伸ばして直立し、そこから膝を曲げて移動するなど人間の動作にかなり近づいたものが特徴的であります。本日も、ロボットのデモストレーションを行ってくれるとのことです。それでは、講師の高橋先生が入場されます。皆様、大きな拍手でお出迎えください。

	15：33
	高橋氏
	ロボフォン等作品紹介、実演

【なぜ、ロボフォンが生まれたのか。】
　ロボフォンは、電話の子機のようなものではなく完全にスマートフォンのようなものです。
ロボフォンは、自分の好きな場所、自分の好きな芸能人などの情報が入っています。
ロボットが人間と対話しようと思うと、常時ネットワークに繋がっていてクラウドから情報を集めてきて返事を考える仕組みになっています。なので、スマフォのように常時ネットワークに繋がっているものは適していると思い、組み合わせています。
現状でも、人工知能はスマートフォンに組み込まれていますが、なかなか使用しておる人を見ません。犬や猫などの言葉が伝わらないペット、さらには人形に話しかける人もいます。人の形や意思があるように見えるものに、親しみを感じからかもしれません。その意味でロボットとスマートフォンは相性がいいと思います。

	
	
	【高橋氏のロボット感】
　私が製作しているのは“自分が欲しいロボット”です。幼少期に憧れた鉄腕アトムの影響も大きいです。そばにいてくれて、カッコ良くてカワイイ相棒で、人と機械、両方の魅力を持っていること。機械っぽくなり過ぎてしまうと無機質だし、アンドロイドでは人間過ぎて違和感がある。ですから、両者の中間を狙っています。
　人間のフォルムのロボットは、作業をするうえでは効率が悪い。にもかかわらず、人は自分たちと同じような形を作りたがる。それは生き物っぽい、つまり命を感じられるからだと思うのです。自然にコミュニケーションをとろうと思う、共存したいと感じる姿が人型。何か人の代わりに作業させるためでなく、一緒に暮らす仲間として、私はロボットを提案しています。
　毎回、新しい挑戦や試みを盛り込み、具現化するのが私のロボット作りです。たとえば2009年に発表した『ロピッド』は、ジャンプしたり走ったりすることが可能です。それによってまるで走り回る子どものような躍動感を実現したかった。その為に、脚部の新しい機構を考案し、その部品も苦労しながら自作しました。また、そうしたオリジナルのロボットを開発して発表していると、商品化の話も舞い込んできます。量産には量産するうえでの制約もありますが、新規に専用のモータなどの部品をオーダーすることができ、ロボット自体の基本性能が一段向上します。例えばそうやってコミュニケーションロボット『ロビ』が誕生したのです。
　『ロビ』自体、人感センサーや音声認識、二足歩行など、多くのハイテクが導入されていて、会話をしたり、テレビを操作したり、防犯機能があったりしますが、実用性は重視していません。コミュニケーションロボットに触れて、魅力を知る。将来本格的なロボットが家庭に溶け込んでいく前段階として良い導入になるのでは、と期待しています。
　近年急激に普及した掃除ロボット、『ルンバ』（米国・アイロボット社）。しかし、初代モデルはもっと安価な玩具として売られていました。いわば手軽なジョークグッズとして、実用性を期待されない商品だったのです。そして使ってみると意外にゴミが取れることに購入者が気付いた頃に、高額な本格的なモデルを投入しました。事前に玩具のフリをしてうまく消費者を啓蒙したことが、掃除ロボット普及の鍵だったのです。
デアゴスティーニ社から発売されている『ロビ』は、雑誌の付録として順次提供されるパーツを組み立てていくと１体のロボットができ上がるというもの。試しに数号買ってみて、難しすぎたら、面白くなかったら辞めれば良いと、気楽に始められる販売方法です。一度に大量の部品が届かないのも良い点で、コツコツ組み立てていくと最終的に高度な物ができ上がる。結果、創刊号は13万部販売され、予想を大きく超える大ヒット商品になりました。今後、『ロビ』をきっかけに、本格的なコミュニケーションロボットの普及が進むと考えています。

	16：01
	コーディネーター
	【ロボットの未来】
　ロボットを取り巻く環境は2013年に入って大きく変わりました。シリコンバレーをはじめ、世界的な流れとして、ITに続く革新はロボットだろうといううねりが起きています。この10年、様々なサービスや製品がパソコン等の画面内で完結するようになり、場所を取り、メンテナンス等維持費が掛かり、自動アップデートができないような実体のある機械製品を所有することは合理的ではないと考えられてきました。例えばCDを買って音楽を楽しむ代わりに、音楽データをダウンロードするようになり、更にはデータすら所有しないで随時ネット上のデータにアクセスするようになりました。しかし、今やどんな美しいコンピューターグラフィックス映像を見ても感動しなくなり、どんな便利なアプリにもお金を払おうと思わなくなってきています。我々はバーチャルな世界での出来事に急速に興味を失いつつあります。そして、代わりに、実体のある物を個人で所有し、愛着を持って長期間使用したいと思うようになってきたのです。そんなバーチャルからリアルへの揺り戻しが世界的に起きていて、それが昨今の3Dプリンタを使ったメイカーズブームや、ロボット分野への参入につながっているのです。
かつて日本にも何度かロボットブームが起きました。しかしどれも万博開催等、国内の事情からでした。そこで開発されるのは、巨大で無骨な、とても身近に感じられないようなロボットばかり。ところが昨今のスマートフォン（以下「スマホ」と表記）の普及により、小型の情報端末を携帯し続ける習慣が根付き、機械と人の距離は急接近しました。ただ、スマホにも限界が見えてきています。アップルを筆頭に少数の企業が消耗戦を繰り広げる状態で、すでに各社は次の形を模索中です。
例えばiPhoneが成功した理由には、より使いやすくしたインターフェースがあり、その象徴がタッチパネルです。そして、次世代のインターフェースとして期待されていたのが、精度の高い音声認識機能です。しかし実際には音声認識はあまり活用されていません。なぜなら、このような四角い箱に話しかけることに心理的な抵抗感があるからでしょう。一方で我々はペットの金魚やカメ、クマのぬいぐるみにすら話しかけたりします。なので、音声認識を搭載し、人のような外観や動きを持った小型ロボットが実現すれば、人は自然に会話をすることができるはずなのです。5年前であれば、そのような会話は暇つぶしや癒しくらいの意味しかありませんでした。ところが今の時代、会話をすること自体に大きな価値があります。現在、ほとんどのITサービスが利用者の好みやライフスタイルといった情報を収集し、それに合わせた情報や商品の提案をおこなっています。ロボットとの日常的な会話によって、より良質な情報を収集し、より精度の高いサービスを返してくれるようになるでしょう。
そんなヒューマノイドロボット普及に必要なのはデザインです。外観のみならず、動きや発話内容、サイズなど、全てのデザインをバランス良く整える必要があります。現在既にそんな情報端末としての小型ヒューマノイドロボットを発売すべく、大規模プロジェクトを進めています。きっと10年以内に1人1台の時代が実現すると考えられ、それはひょっとすると更に早まるのではないかとすら感じています。

	16：02
	藤井氏
	【高橋氏の子ども時代】
幼稚園の頃に鉄腕アトムの漫画を読んで、ロボットを作る科学者になりたいと思っていました。でもその後興味は移り変わり、釣りやスキー、自動車など、その時々で色々なものに熱中していました。附属高校から立命館大学の文系学部に進学し卒業が近づいてきたときに、やはり物を作る仕事がしたいと考えるようになりました。たまたま第一志望だった会社の採用試験に落ちてしまったこともあり、1年間勉強して京大の工学部に入り直しました。その時に、自分自身にとっての物作りへの興味の原点でもあるロボットの道に進むことにしたのです。そして、卒業と同時に自分で会社を興し、10年が経ちました。このように、2度大学に行ったり、起業したりと、人とは違う人生になってしまいました。
目の前に選択肢がある場合、たいていの人は無難な道に進みたがります。たとえば車を買うとき、壊れなさそうな皆が乗っている車種を選びがちです。でももし、同じ値段の中古のアメリカ車と迷っていると友達に相談すれば、相手はこのリスキーな中古アメ車を勧めてくるでしょう。他人事だからと無責任に面白そうな方を推してくるのです。もちろんそんな変な車を買えば苦労も多いかもしれないけど、故障を直すために部品を海外から取り寄せたり、自分で修理したり、同じ車に乗る人たちと情報交換をしたりと、いろんな経験をすることができる。ということで、何か迷った時には、悪友目線でユニークな選択肢を選ぶようにしてみてはいかがでしょうか。きっと色々と面白い出来事が起きるはずです。
　ロボットの開発はかなり根気を要します。細かい部品を長時間作っていると、私も人並みに飽きたり嫌になったりします。それでも続けているのは、その苦労が、誰も見たことが無いロボットとして形になっていくからでしょう。
昔からコダワリが強い性分で、例えば今でも買い物をする時は真剣に調べて、妥協できないのでいちいち疲れます。気に入る物が無くて家の中が空っぽだったというスティーブ・ジョブズ氏よりはかなりマシだとは思いますが。子どもの頃、絵を描くのに、まず地平線を描いて空と陸を分けたりするのですが、私はそのスタートである直線が少し歪んでしまうだけで、何回も描き直しをするのです。しまいには泣いて怒りだす。一方、弟はいい加減に描いて、下手くそながらも楽しくお絵描き。対極的な兄弟でしたね。
幼稚園から小学校の低学年のころはブロックで遊んでいました。大人の感覚で、ケバケバしい超合金等の玩具を買ってもらえず、オシャレなレゴブロックを買い与えられていました。画用紙を切り貼りしてロボットやロケットなんかも作っていましたね。また、両親が所有していた鉄腕アトムの漫画本を読んで、ロボットを作る科学者になりたいと思っていました。
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	【新たな時代を生きる子どもたちに向けて】
　子どもの性格や能力はさまざまだと思います。ロボット教室やイベントで子どもたちに教えると、すごいスピードで仕上げる子がいれば、説明書どおり丁寧に部品を並べていくおっとりした子もいる。かといって、ちゃちゃっと完成させる子のほうが、要領がよくて賢いのかな？と思いきや、そういう子のロボットはちゃんと動かない。一方、ゆっくり地道に組み立てていた子の作品は一発で動く。子どもの能力はひとつの尺度では測れないし、他人と比較できるものでもないと強く感じました。
　自分の子ども時代や、ロボット教室等で教えた経験から、親が子どもの一時期や一面だけを見て、その出来不出来を一喜一憂してはいけないと考えています。少子化のせいか、どうしても我が子に注意が行き過ぎて、それが子育てにも悪影響を及ぼしているように思います。時々私も、ロボットの専門家になるための英才教育なんかについて相談を受けたりもしますが、子どもは子どもらしく、楽しく遊ぶのが一番大切でしょう。虫カゴを片手に野原を駆け回るなんて、子どものときじゃないとできません。その年代ごとの遊びや学びを大切にする。それはきっと、その時しかできないのですから。

	16：32
	司会者
	高橋先生、ありがとうございました。引き続きよろしく対談の方、お願いします。それでは当委員会の硲委員長にもご登壇いただき、対談の方よろしくお願いいたします。

	16：32
	司会者
	では、まず１つ目の質問が「シンギュラリティを迎えるまでの間の社会の変化」についてです。どのように変化するとお考えでしょうか。はじめに高橋先生よろしくお願いします。

	
	高橋氏
	…。

	
	司会者
	ありがとうございます。
では、２つ目の質問が「シンギュラリティに向けて取り組むべきこと」についてです。どのように変化するとお考えでしょうか。はじめに高橋先生よろしくお願いします。

	
	高橋氏
	…。

	
	司会者
	ありがとうございます。
では、３つ目の質問が「何を学びどう生きるべきか」についてです。どのように変化するとお考えでしょうか。はじめに高橋先生よろしくお願いします。

	
	高橋氏
	…。

	
	司会者
	ありがとうございます。
最後に「新たな時代を生きる子どもたちむけて」を教えていただければと思います。

	
	高橋氏
	…。

	16：58
	司会者
	高橋先生、硲委員長、ありがとうございました。当会を代表しまして、硲委員長から謝辞がございます。

	
	硲委員長
	高橋先生、本日は本当にありがとうございました。
…

	16：59
	司会者
	それでは、講師の高橋先生が退場さてます。皆様大きな拍手でお見送りください。

	17:00
	司会者
	ただ今をもちまして、THE SINGURALITY IS NEARセミナーを終了いたします。参加してくださった皆様、まことにありがとうございました。
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